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5.4  活動性評価 まとめ －S-2・S-6－

・S-2・S-6は基盤直上のMⅠ段丘堆
積物に変位・変形を与えていない。

⇒S-2・S-6の最新活動は，MⅠ段丘
堆積物の堆積以前である。

上載地層法による評価

No.2トレンチ（P.528）

上載地層法及び鉱物脈法により，S-2・S-6に後期更新世以降の
活動は認められない。

・ボーリングコアで認められるS-2・S-
6において，巨視的観察及び微視的
観察により，最新ゾーンの境界に最
新面を認定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱
物は，EPMA分析（定量）及びXRD分
析（粘土分濃集）の結果から，I/S混
合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観
察により，粘土鉱物（I/S混合層）の
分布範囲を確認した結果，粘土鉱
物（I/S混合層）は最新ゾーン及びそ
の周辺に分布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横
断して分布し，最新面が不連続に
なっており，不連続箇所の粘土鉱物
（I/S混合層）に変位・変形は認めら
れない。

⇒S-2・S-6の最新活動は，I/S混合
層の生成以前である。

K-6.2-2孔（P.204）

F-8.5’孔（P.218）

E-8.5-2孔（P.232）

S-2・S-6の評価

No.2トレンチ

位置図

E-8.5-2孔

F-8.5’孔

K-6.2-2孔

鉱物脈法による評価

・No.2トレンチにおいて，上載地層法による評価を行った。

・I/S混合層が認められた3地点（K-6.2-2孔，F-8.5’孔，E-8.5-2孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

上載地層法に関する評価地点
・No.2トレンチの基盤直上に分布する
中位段丘Ⅰ面を構成する堆積物は，
礫の平均真円度による評価に基づ
き認定される海成堆積物（MⅠ段丘
堆積物）であり，MIS5e（約12～13万
年前）に堆積したものである。

評価に用いる地層（P.519）

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世
以降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.423 一部修正

・今回の評価に用いたデータは本頁に示すとおりであるが，その他で，
過去の設置許可時や有識者会合時に取得したデータも存在する。

・それらのデータについても，今回の評価結果と整合することを確認し
ている（次頁参照）。

コメントNo.125の回答
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(6)

(7)

(8)
(3)

(2)

(5)

今回の活動性評価の根拠に用いているデータ（前頁参照）

上記以外で過去に取得したデータ

(2)

(3)

記号 地点名
これまでの評価

現在の評価 左記   部分の考察
設置許可申請時 有識者会合時

(1) No.2トレンチ 【当社評価】
S-2・S-6は中位段丘Ⅰ面の堆積物に変位・変形を与えていない。

【有識者会合の評価】
MIS5eの海成堆積物が山側（東側）へ傾斜する。

S-2・S-6は約12～13万年前の高海面期に堆積したMⅠ段丘堆積
物に変位・変形を与えていない。
MⅠ段丘堆積物中に認められる層理の傾斜方向については，断
層からの距離に関係なく概ね南傾斜が卓越しており，断層による
影響は認められない。

(2) No.1トレンチ S-2・S-6は基盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
この堆積物は，ＡＴ降灰時期（2.8万～3万年前）以降に堆積したと
判断される。

S-2・S-6は基盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
この堆積物は，ＡＴ降灰時期（2.8万～3万年前）以降に堆積したと
判断される。 No.2トレンチにおいて，S-2・S-6が基盤直上の堆積物に変位・変

形を与えていないことと整合する。(3) 事務本館前トレンチ S-2・S-6は基盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
基盤直上に分布する砂礫層は，14C年代分析の結果，約6千年前
に堆積したと判断される。

S-2・S-6は基盤直上の堆積物に変位・変形を与えていない。
基盤直上に分布する砂礫層は，14C年代分析の結果，約6千年前
に堆積したと判断される。

(4) S-2・S-6周辺の地形及び
岩盤上面高度分布

【有識者会合の評価】
S-2・S-6周辺では，地形，岩盤上面ともに，複数の箇所で海側の
方が高まるないしは減傾斜する傾向が認められる。

S-2・S-6の海側（西側）の地形及び岩盤上面が山側に傾くのは，
エリア５の局所的な範囲に限られ，S-2・S-6に沿った全線で海側
（西側）の地形及び岩盤上面の系統的な山側への傾きはない。

S-2・S-6の複数箇所及びその上盤側の岩盤中の断層（S-7，S-
8）を対象に実施した鉱物脈法による評価結果である，いずれの
断層も粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形を与えていないことと
整合する。

(5) E-8.33’’孔
（SEM観察）

条線が認められた最新面上に，フレーク状の粘土鉱物（I/S混合
層）の自形結晶を確認した。
この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶に破砕は認められないも
のの，粘土鉱物（I/S混合層）と最新面との関係は不明確である。

近接して位置するE-8.5-2孔及びF-8.5’孔での鉱物脈法による評
価結果である，S-2・S-6が粘土鉱物（I/S混合層）に変位・変形を
与えていないことと整合する。

(6) E-8.5-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不
連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められない。

(7) F-8.5’孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不
連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められない。

(8) K-6.2-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断して分布し，最新面が不
連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変位・
変形は認められない。

(4)

(1)

補足資料5.3-3(1)

補足資料5.3-3(2)

補足資料5.3-3(3)

補足資料5.3-5(3)

5.3.3

5.2.3(3)

5.2.3(2)

5.2.3(1)

コメントNo.125の回答
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5.4  活動性評価 まとめ －S-4－

・S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積
物に変位・変形は認められないものの，
岩盤中の断層が岩盤上面付近で不
明瞭となる。

⇒35m盤トレンチを活動性評価の主た
る根拠には用いない。

上載地層法による評価

35m盤トレンチ（P.540）

鉱物脈法により，S-4に後期更新世以降の活動は認められ
ない。

位置図

S-4の評価

35ｍ盤トレンチ

・ボーリングコアで認められるS-4にお
いて，巨視的観察及び微視的観察に
より，最新ゾーンの境界に最新面を認
定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物
は，EPMA分析（定量）及びXRD分析
（粘土分濃集）の結果から，I/S混合層
であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S
混合層）は最新ゾーン及びその周辺
に分布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横
断して分布し，最新面が不連続になっ
ており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S
混合層）に変位・変形は認められない。

⇒S-4の最新活動は，I/S混合層の生
成以前である。

E-8.50’’’孔（P.249）

E-8.60孔（P.271）

鉱物脈法による評価

E-8.60孔

・35m盤トレンチにおいて，上載地層法による評価を行った。

・I/S混合層が認められた2地点（E-8.50’’’孔，E-8.60孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

上載地層法に関する評価地点

E-8.50’’’孔

・35m盤トレンチの基盤直上に分布する
高位段丘Ⅰa面を構成する堆積物は，
礫の平均真円度による評価に基づき
認定される海成堆積物（HⅠa段丘堆
積物）であり，約12～13万年前より古
い高海面期に堆積したものである。

評価に用いる地層（P.519）

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世
以降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.424 一部修正

・今回の評価に用いたデータは本頁に示すとおりであるが，その他で，
過去の設置許可時や有識者会合時に取得したデータも存在する。

・それらのデータについても，今回の評価結果と整合することを確認し
ている（次頁参照）。

コメントNo.125の回答
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位置図

(2)

(5)

(4)

(1)

(6)
(3)

今回の活動性評価の根拠に用いているデータ（前頁参照）

上記以外で過去に取得したデータ

(2)

(3)

記号 地点名
これまでの評価

現在の評価 左記   部分の考察
設置許可申請時 有識者会合時

(1) S-4トレンチ S-4は中位段丘Ⅰ
面を構成する堆積
物に変位・変形を
与えていない。

S-4は中位段丘Ⅰ
面を構成する堆積
物に変位・変形を
与えていない。

S-4は，南西壁では岩盤上面まで連続して
認められないものの，北東壁では岩盤上
面まで認められ，直上の堆積物に変位・
変形を与えていない。
この堆積物は，隣接孔で実施した火山灰
分析，遊離酸化鉄分析等の結果を踏まえ
ると，少なくとも約12～13万年前以前に堆
積したと考えることもできるが，露頭が現
存しないため，海成堆積物と確実に認定
することができず，MISとの対比による明
確な年代評価ができない。

S-4トレンチ，35m盤トレンチともに，上載
地層に変位・変形が認められず，鉱物脈
法による評価結果である，S-4が粘土鉱
物（I/S混合層）に変位・変形を与えていな
いことと整合する。

(2) 35m盤トレンチ S-4の上方に分布するHⅠa段丘堆積物に
変位・変形は認められない。
ただし，S-4のせん断面は岩盤上面付近
では不明瞭となる。

(3) F-9.3-4孔
（SEM観察）

条線が認められた最新面上に，フレーク
状の粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶を
確認した。
この粘土鉱物（I/S混合層）の自形結晶に
破砕は認められないものの，粘土鉱物
（I/S混合層）と最新面との関係は不明確
である。

２号原子炉建屋直下で取得したE-8.60孔
及びE-8.50’’’孔での鉱物脈法による評価

結果である，S-4が粘土鉱物（I/S混合層）
に変位・変形を与えていないことと整合す
る。(4) E-11.1SE-2孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面付近に分

布し，最新面が不連続になる。
ただし，薄片作成時等の乱れの影響を受
けている可能性がある。

(5) E-8.60孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

(6) E-8.50’’’孔 粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位・変形は認められない。

補足資料5.3-4(3)

補足資料5.3-5(3)

補足資料5.2-5(1)-3

5.3.4

5.2.4(2)

5.2.4(1)

コメントNo.125の回答
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5.4  活動性評価 まとめ －S-5－

位置図

鉱物脈法に関する評価地点

R-8.1-1-2孔

鉱物脈法により，S-5に後期更新世以降の活動は認められない。

S-5の評価

・ボーリングコアで認められるS-5におい
て，巨視的観察及び微視的観察により，
最新ゾーン中及び最新ゾーンの境界
に最新面を認定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析（粘土
分濃集）の結果から，I/S混合層である
と判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-5の最新活動は，I/S混合層の生成
以前である。

R-8.1-1-2孔（P.302）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

・I/S混合層が認められたR-8.1-1-2孔において，鉱物脈法による評価を行った。

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.425 一部修正

H-5.4-4E孔（補足資料5.2-6(1)-3）
・変質鉱物と最新活動との関係が明確でないものの，
S-5の最新ゾーンは，周辺の固結した破砕部と類似
した性状を有し，Y面は認められないことから，固結
した破砕部形成以降の活動はない。

R-8.1-1-3孔（P.289）
・鉱物脈の横断形状が不明確であるものの，粘土鉱
物（I/S混合層）が最新面付近に分布し，最新面が
不連続になる。

左記評価と
整合的

R-8.1-1-3孔

H-5.4-4E孔

コメントNo.125の回答
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5.4  活動性評価 まとめ －S-7－

鉱物脈法により，S-7に後期更新世以降の活動は認められない。

位置図

S-7の評価

H-5.7’孔

・ボーリングコアで認められるS-7におい
て，巨視的観察及び微視的観察により，
最新ゾーンの境界に最新面を認定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結果
から，I/S混合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-7の最新活動は，I/S混合層の生成
以前である。

H-5.4-1E孔（P.320）

H-5.7’孔（P.332）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

・I/S混合層が認められた2地点（H-5.4-1E孔，H-5.7’孔）において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

H-5.4-1E孔

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.426 一部修正

コメントNo.125の回答
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5.4  活動性評価 まとめ －S-8－

鉱物脈法により，S-8に後期更新世以降の活動は認められない。

位置図

S-8の評価

F-6.75孔

・ボーリングコアで認められるS-8におい
て，巨視的観察及び微視的観察により，
最新ゾーンの境界に最新面を認定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結
果から，I/S混合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒S-8の最新活動は，I/S混合層の生成
以前である。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

F-6.75孔（P.360）

鉱物脈法による評価

・I/S混合層が認められたF-6.75孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P. 111）

第935回審査会合 資料1
P.427 一部修正

コメントNo.125の回答
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5.4  活動性評価 まとめ －K-2－

鉱物脈法により，K-2に後期更新世以降の活動は認められない。

K-2の評価

H-1.1-87孔（P.377）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

位置図

・I/S混合層が認められたH-1.1-87孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

・ボーリングコアで認められるK-2において，
巨視的観察及び微視的観察により，最
新ゾーンの境界に最新面を認定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結果
から，I/S混合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察に
より，粘土鉱物（I/S混合層）の分布範囲
を確認した結果，粘土鉱物（I/S混合層）
は最新ゾーン及びその周辺に分布して
いる。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断し
て分布し，最新面が不連続になっており，
不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に
変位・変形は認められない。

⇒K-2の最新活動は，I/S混合層の生成以
前である。

H-1.1-87孔

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以降
に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.428 一部修正

K-2露頭 a地点（補足資料5.2-9(1)-3）
・変質鉱物と最新活動との関係が明確でないものの，
破砕部全体が周辺岩盤と同程度に岩石化しており，
この岩石化している破砕部を新たに破砕する構造
は認められない。

H-1.1孔（補足資料5.2-9(1)-2）
・I/S混合層より低温で生成される変質鉱物であるも
のの，オパールCTが最新面及び最新ゾーン全体を
横断して分布し，横断箇所に変位・変形は認められ
ない。

左記評価と
整合的

H-1.1孔

K-2露頭a地点

コメントNo.125の回答



5.4  活動性評価 まとめ －K-3－
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M-2.2孔

・I/S混合層が認められたM-2.2孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法により，K-3に後期更新世以降の活動は認められない。

K-3の評価

・ボーリングコアで認められるK-3におい
て，巨視的観察及び微視的観察により，
最新ゾーン中に最新面を認定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結
果から，I/S混合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・最新ゾーンには広く粘土鉱物（I/S混合
層）が網目状に分布し，これらの粘土
鉱物（I/S混合層）に変位・変形は認め
られない

⇒K-3の最新活動は，I/S混合層の生成
以前である。

M-2.2孔（P.398）

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

鉱物脈法による評価

位置図

コメントNo.104,125の回答

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.429 一部修正

N-2.3-1孔，K-3露頭 a地点（補足資料5.2-9(2)-2）
・変質鉱物と最新活動との関係が明確でないものの，
破砕部全体が周辺岩盤と同程度に岩石化しており，
この岩石化している破砕部を新たに破砕する構造
は認められない。

左記評価と
整合的

K-2露頭a地点

N-2.3-1孔



位置図

5.4  活動性評価 まとめ －K-14－

585
鉱物脈法により，K-14に後期更新世以降の活動は認められない。

K-14の評価

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。

Ｋ－１４(EL0m)

H- —0.3-80孔

・I/S混合層が認められたH— -0.3-80孔において，鉱物脈法による評価を行った。

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法による評価

・ボーリングコアで認められるK-14にお
いて，巨視的観察及び微視的観察によ
り，最新ゾーンの境界に最新面を認定
した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結果
から，I/S混合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒K-14の最新活動は，I/S混合層の生
成以前である。

H- -0.3-80孔（P.422）

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.430 一部修正

H’- -1.3孔（補足資料5.2-10(1)-1）
・薄片作成時等の乱れの影響を受けている可能性が
あるものの，最新面に接してフィリプサイトの柱状結
晶が晶出しており，この柱状結晶に破砕や変形は
認められない。

左記評価と
整合的

H'- -1.3孔

コメントNo.125の回答



K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

位置図

586

5.4  活動性評価 まとめ －K-18－

・I/S混合層が認められたH-0.2-75孔において，鉱物脈法による評価を行った。

H-0.2-75孔

鉱物脈法に関する評価地点

鉱物脈法により，K-18に後期更新世以降の活動は認められない。

K-18の評価

・ボーリングコアで認められるK-18にお
いて，巨視的観察及び微視的観察に
より，最新ゾーンの境界に最新面を認
定した。

・微視的観察により確認した粘土鉱物は，
EPMA分析（定量）及びXRD分析の結
果から，I/S混合層であると判断した。

・EPMA分析（マッピング）及び薄片観察
により，粘土鉱物（I/S混合層）の分布
範囲を確認した結果，粘土鉱物（I/S混
合層）は最新ゾーン及びその周辺に分
布している。

・粘土鉱物（I/S混合層）が最新面を横断
して分布し，最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合
層）に変位・変形は認められない。

⇒K-18の最新活動は，I/S混合層の生
成以前である。

上載地層法による評価

・約12～13万年前以前の地形面，地層
が確認できないことから，上載地層法
による評価を実施できない。 H-0.2-75孔（P.435）

鉱物脈法による評価

Ｋ－１８(EL0m)

・I/S混合層は，少なくとも後期更新世以
降に生成したものではない。

評価に用いる変質鉱物（P.111）

第935回審査会合 資料1
P.431 一部修正

コメントNo.125の回答
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5.4  活動性評価 まとめ －総合評価－

【上載地層法による活動性評価】

○トレンチ調査の結果，S-1，S-2・S-6は，直上に分布する堆積物に変位・変形を与えていない。

○S-2・S-6の直上に分布する中位段丘Ⅰ面を構成する堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物（MⅠ段丘堆積物）と認定した。

○S-1の直上に分布する高位段丘Ⅰa面を構成する堆積物は，礫の平均真円度による評価の結果，海成堆積物（HⅠa段丘堆積物）と認定した。

○中位段丘Ⅰ面の前縁において被覆層の下部にSK（10.5万年前）を確認したことから，中位段丘Ⅰ面はSK降灰直前の高海面期であるMIS5e（約12～13万年前）に
形成されたと評価し，高位段丘Ⅰa面は，MIS5eの旧汀線高度より高い標高に分布することから，約12～13万年前より古い高海面期に形成されたと評価した。した
がって，段丘面形成時に堆積したMⅠ段丘堆積物及びHⅠa段丘堆積物は，約12～13万年前以前の地層である。

○以上より，S-1，S-2・S-6の最新活動は，MⅠ段丘堆積物あるいはHⅠa段丘堆積物の堆積以前であり，少なくとも後期更新世以降の活動は認められない。

【鉱物脈法による活動性評価】

○薄片観察の結果，S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18において粘土鉱物が最新面を横断して分布し，最新面は不連続になっており，不連
続箇所の粘土鉱物に変位・変形は認められない。

○この粘土鉱物は，粘土分を濃集したXRD分析による結晶構造及びEPMA分析による化学組成を踏まえると，数十％のイライトが混合するイライト／スメクタイト混合
層（I/S混合層）である。

○文献に基づくI/S混合層の生成温度は，約12～13万年前以降の敷地の推定地温分布よりも数十℃以上高いため，I/S混合層は，約12～13万年前以降の敷地の
地温分布では，その確認標高で生成せず，少なくとも後期更新世以降に生成したものではない。

○I/S混合層が敷地周辺の穴水累層中にも広く認められること及び砕屑岩脈が地下深部の高封圧下で形成したと考えられることを踏まえ，I/S混合層は，地下深部
で生成し，敷地周辺一帯が隆起したと判断した。地殻の隆起速度を一定と仮定すると，I/S混合層の生成温度が約50℃以上であることから，地下深部における生
成年代は約6Ma以前と推定した。なお，曹長石化しない程度の熱水によりI/S混合層が生成した可能性も否定できず，その場合の生成年代は9Ma以前と推定した。

○よって，I/S混合層は少なくとも後期更新世以降に生成したものではないと評価した。

○以上より，S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18の最新活動は，I/S混合層の生成以前であり，少なくとも後期更新世以降の活動は認めら
れない。

○さらに，薄片観察の結果，S-1では，砕屑岩脈が最新面及び最新ゾーン全体を横断して分布し，横断箇所に変位・変形は認められない。

○砕屑岩脈は，未固結な状態で高い圧力を受けて貫入したことが示唆されること等から，地下深部の高封圧下で形成したと判断した。一方で，砕屑岩脈の確認位置
は，約12～13万年前以降，現在とほぼ同じ低封圧下にあり，高封圧下で形成する砕屑岩脈は形成しないと判断した。よって，砕屑岩脈は少なくとも後期更新世以
降に形成したものではないと評価した。

○以上より，S-1の最新活動は，砕屑岩脈の形成以前であり，少なくとも後期更新世以降の活動は認められない。

○ 上載地層法及び鉱物脈法により，S-1，S-2・S-6，S-4，S-5，S-7，S-8，K-2，K-3，K-14，K-18は，いずれも後期更新世以降の活動は認められない。

○ 以上のことから，敷地内に分布する36本の断層は，いずれも将来活動する可能性のある断層等ではないと評価した。

第935回審査会合 資料1
P.432 一部修正



【位置図（評価地点）】

各断層の活動性評価の主たる根拠に用いた地点

位置図

凡 例
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防潮堤基礎部

２号機 １号機

K-18については，地表付近まで連続しないため，
EL0mでの延長位置を で図示

No.2トレンチ

駐車場南東方トレンチ

H- -0.3-80孔

H-0.2-75孔

M-2.2孔

H-5.7’孔

H-5.4-1E孔

F-6.75孔

F-8.5’孔

E-8.5-2孔

R-8.1-1-2孔
H-6.6-1孔
H-6.7孔

E-8.60孔
E-8.50’’’孔

M-12.5”孔

K-6.2-2孔

H-1.1-87孔

第935回審査会合 資料1
P.433 一部修正

評価対象
断層

上載地層法 鉱物脈法

S-1 １地点
駐車場南東方

トレンチ
３地点

H-6.6-1孔
H-6.7孔

M-12.5”孔

（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）
（砕屑岩脈）

S-2・S-6 １地点 No.2トレンチ ３地点
K-6.2-2孔
F-8.5’孔

E-8.5-2孔

（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）

S-4 － ２地点
E-8.50’’’孔

E-8.60孔
（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）

S-5 － １地点 R-8.1-1-2孔（イライト/スメクタイト混合層）

S-7 － ２地点
H-5.4-1E孔

H-5.7’孔
（イライト/スメクタイト混合層）
（イライト/スメクタイト混合層）

S-8 － １地点 F-6.75孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-2 － １地点 H-1.1-87孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-3 － １地点 M-2.2孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-14 － １地点 H- -0.3-80孔（イライト/スメクタイト混合層）

K-18 － １地点 H-0.2-75孔（イライト/スメクタイト混合層）

( )は，評価に用いた変質鉱物等
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【活動性評価一覧表】
〇：確認される －：該当なし

評価
対象断層

評価手法 評価地点
評価に用いた地層

または
変質鉱物等

断層と上載地層との関係

最新ゾーンにおける
直線性・連続性の
よい面構造の有無

断層活動（最新面及び最新ゾーン）と変質鉱物との関係

活動性評価断層の直上に分布する
地層に変位・変形は

認められない

最新面及び最新ゾーン
全体を横断し，横断箇所
に変位・変形は認められ

ない

最新面が不連続になって
おり，不連続箇所の変質
鉱物に変位・変形は認め

られない

最新ゾーンには広く変質
鉱物が網目状に分布し，
これらの変質鉱物に変
位・変形は認められない

S-1

上載地層法 駐車場南東方トレンチ HⅠa段丘堆積物 ○

後期更新世以降の
活動は認められない

鉱物脈法

H-6.6-1孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

H-6.7孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

M-12.5”孔 砕屑岩脈 有 ○ － －

S-2・S-6

上載地層法 No.2トレンチ MⅠ段丘堆積物 ○

後期更新世以降の
活動は認められない

鉱物脈法

K-6.2-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

F-8.5’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

E-8.5-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

S-4 鉱物脈法

E-8.50’’’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － 後期更新世以降の
活動は認められない

E-8.60孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

S-5 鉱物脈法 R-8.1-1-2孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －
後期更新世以降の

活動は認められない

S-7 鉱物脈法
H-5.4-1E孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ － 後期更新世以降の

活動は認められない
H-5.7’孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －

S-8 鉱物脈法 F-6.75孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －
後期更新世以降の

活動は認められない

K-2 鉱物脈法 H-1.1-87孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －
後期更新世以降の

活動は認められない

K-3 鉱物脈法 M-2.2孔 イライト／スメクタイト混合層 無 － － ○
後期更新世以降の

活動は認められない

K-14 鉱物脈法 H- -0.3-80孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －
後期更新世以降の

活動は認められない

K-18 鉱物脈法 H-0.2-75孔 イライト／スメクタイト混合層 有 － ○ －
後期更新世以降の

活動は認められない

第935回審査会合 資料1
P.434 一部修正
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コメントNo.120 海岸部の会合部のスケッチ作成方法について
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Ｋ－２

Ｋ－５

Ｋ－５

Ｋ－２

K-2とK-5の会合部付近の写真
（2017年4月撮影）

K-2とK-5の会合部付近のスケッチ
（2017年4月作成）

主せん断面

主せん断面

海側

陸側

凝灰角礫岩

安山岩（均質）

火山礫凝灰岩

固結した破砕部

海岸部の会合部のスケッチ作成方法について

○海岸部の会合部付近の露頭は侵食等により，最大0.5m程度の起伏を伴う形状であり，K-2とK-5の会合部付近のスケッチの作成にあたっては，
会合部の地表面の標高を基準として作成している。

○K-2とK-5の会合部の南東方の岩盤は，周辺に比べて標高が高く，真上から撮影した写真（左下図）では東傾斜のK-2の断層面が周辺より高
い位置に現れ，見掛け西側へ張り出しているように見える。スケッチではK-2の断層面をK-2とK-5の会合部と同標高に補正し，描写した（右下
図）。

○なお，K-2とK-4，K-2とK-1，K-3とK-10の会合部のスケッチについても，同様な手法で作成している。

凡 例

周辺に比べて
標高が高い

コメントNo.120の回答

K-2は東傾斜しており，上盤側
の断層上縁が周囲に比べて
標高が高いことから，見かけ
西側に張り出して見えている。

K-2の断層位置を会
合部の地表面の標
高に補正し，描写。
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コメントNo.122 軟質部等の連続性について
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(1) G’-1.5-30孔 深度36.6mの軟質部
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(1) G’-1.5-30孔 深度36.6mの軟質部

○G’-1.5-30孔は，K-24が隣接するK-12を越えて連続しないことを確認したボーリングであり，K-24に対応する破砕部は認められない。
○一方，G’-1.5-30孔の深度36.6mに軟質部（以下，軟質部Aと称する。）が認められるが，軟質部の周囲に変形構造が認められないことから，破砕部ではないと判

断していた。
○しかし，グラウトにより内部構造が乱され，破砕部か否か明確に判断できないことから，軟質部Aが破砕部と仮定した場合，周囲に連続するかどうか検討した。
○検討の結果，軟質部Aの想定延長位置（取水路沿いのボーリング調査結果）に破砕部は認められず，破砕部と仮定した場合でも連続性が乏しい破砕部であるこ

とを確認した（次頁）。

位置図

コメントNo.122の回答

（m）36.4 36.5 36.6 36.7 36.8

BHTV画像 下はトレースを加筆

走向・傾斜：N50°E/21°NW

K-13 K-12

K-6

K-4

K-5

K-1 K-2

K-24

軟質部A

本コアには一部，グラウト影響（白色～灰色）が認められる。

コア写真（G’-1.5-30孔 深度36.3～36.9m）

（m）36.3 36.4 36.5 36.6 36.7 36.8 36.9

軟質部A
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コメントNo.122の回答

位置図

K-13

K-12

K-6

K-4

K-5

K-1 K-2

K-24

軟質部A

断層（EL 0ｍ）鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

基礎掘削面

凡例

(破線はさらに延長する可能性のある箇所)

A

A’

【軟質部Aの想定延長位置（取水路沿いのボーリング調査結果） 】

低角から
H-0.2-60
H-0.2-75

低角から
Ｈ-1.1-70
Ｈ-1.1-75
Ｈ-1.1-80
Ｈ-1.1-87
Ｈ-1.1

低角から
Ｈ-0.9-40
Ｈ-0.9-50（連絡道路№3）
Ｈ-0.9-60（連絡道路№1）
Ｈ-0.9-70
Ｈ-0.9-75

E→←W

A’A

1

2

3

4

5

6

7

K-2

K-22

・取水路沿いのボーリング調査において想定延長位置付近に軟質部A
に対応する破砕部は認められない。

連続性が乏しい破砕部
（数字は一覧表の№を記載）

断層（主部を太線で表記）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

No. 孔名
確認深度
（ｍ）

走向・傾斜
（走向は真北）

1 H-1.5-95 33.59 N65°E/42°NW

2 H-1.5-95 105.26 N35°W/79°NE

3 H-1.3-88 27.67 N2°E/76°SE

4 H-1.3-88 47.96 N64°E/69°NW

5 H-1.3-88 156.84 N49°E/57°NW

6 H-1.1 29.63 N48°E/56°NW

7 H-0.2-60 22.77 N26°W/62°NE

A-A'断面

コア写真（Ｈ-1.1-75孔 深度19～23m）

深度（m）

19

20

21

Ｈ-1.1-75孔（孔口標高6.78m，掘進長120m，傾斜75°）

22

20

21

22

23

←軟質部A
想定延長位置
深度21.4ｍ付近

軟質部A 想定延長位置
H-1.1-75 深度21.4ｍ
走向・傾斜：N50°E/21°NW

深度（m）
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(2) H-6.5’孔 深度61.5mの細粒部
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(2) H-6.5’孔 深度61.5mの細粒部

○H-6.5’孔は，S-9が隣接するS-1を越えて連続しないことを確認したボーリングであり，S-9に対応する破砕部は認められない。
○一方，H-6.5’孔の深度61.5mに細粒部（以下，細粒部Bと称する。）が認められるが，面構造に沿った礫の配列などの変形構造が認められないことから，破砕部

ではないと判断していた。
○細粒部Bについて，詳細に観察した結果，細粒部Bは粗粒部と細粒部が交互に繰り返し分布し，BHTVを確認した結果，細粒部Bを横断して直径7cm程度の安山

岩礫が存在し，それは変形を受けていないことから，細粒部Bは断層運動による破砕部ではなく，砕屑物から構成される堆積構造と考えられる（下図）。
○なお，細粒部Bが深度方向に連続するか検討した結果，細粒部Bの想定延長位置（H-6.5孔）に細粒部Bに対応するような破砕部や細粒部は認められない（次頁）。

位置図

コメントNo.122の回答

（m）61.3 61.4 61.5 61.6 61.7 61.8 61.9

走向・傾斜：N45°W/17°SW

コア写真（H-6.5’孔 深度61.3～61.9m）

細粒部B

細粒部Bを横断するように存在する
安山岩礫が変形を受けていない

コア写真（上記写真の状態からコアを180°回転）

下写真範囲

細粒部B

（m）61.5 61.6 61.7

（m）61.4 61.5 61.6 61.7 61.8

BHTV画像 下はトレースを加筆
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コメントNo.122の回答

【細粒部Bの想定延長位置（H-6.5孔） 】

コア写真（Ｈ-6.5孔 深度51～55m）

深度（m）深度（m）

51

52

53

54

52

53

54

55

・Ｈ-6.5孔において想定延長位置付近に細粒部Bに対応する破砕部や
細粒部は認められない。

Ｈ-6.5孔（孔口標高11.02m，掘進長130m，傾斜62°）

柱状図はデータ集１

A-A'断面

SE→←NW
標高(m)

50

0

-50

-100

H-6.5’

A A’

H-6.5

H-6.6

細粒部B

細粒部B→
想定延長位置

深度53.1ｍ付近

細粒部B想定延長位置
深度53.1ｍ

位置図

細粒部B
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(3) H-6.5’孔 深度76.7mの亀裂面
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(3) H-6.5’孔 深度76.7mの亀裂面

○H-6.5’孔は，S-9が隣接するS-1を越えて連続しないことを確認したボーリングである。
○H-6.5’孔の深度76.7mに亀裂面（以下，亀裂面Cと称する。）が認められるが，亀裂の周囲に変形構造が認められないことから，破砕部ではないと判断していた。
○しかし，亀裂面に条線が認められる（次頁）ことから，亀裂面Cが破砕部と仮定した場合，深度方向に連続するか検討した。
○検討の結果，亀裂面Cの想定延長位置（基礎掘削面，H-6.5孔）に亀裂面Cに対応するような破砕部は認められず，破砕部と仮定した場合でも連続性が乏しい破

砕部であることを確認した（P.602，603）。

コメントNo.122の回答

（m）76.5 76.6 76.7 76.8 76.9

亀裂面C

位置図

走向・傾斜：N11°W/78°SW

（m）76.4 76.5 76.6 76.7 76.8 76.9 77.0

コア写真（H-6.5’孔 深度76.4～77.0m） 下はBHTV画像

BHTV画像 下はトレースを加筆

亀裂面C
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コメントNo.122の回答

【亀裂面Cに認められた条線】

観察面拡大写真

10 ㎜

観察面写真

30 ㎜

詳細観察写真

5 ㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

条線方向

100°

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N11°W
掘進方向

（45°傾斜）

観察面

傾斜78°78SW

・条線のレイクは65°R，変位センスは不明
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コメントNo.122の回答

【亀裂面Cの想定延長位置（基礎掘削面）】

亀裂面C

A-A'断面

SE→←NW
標高(m)

50

0

-50

-100

H-6.5’

A A’

H-6.5

H-6.6

亀裂面C

EL-0.2ｍ

EL-2.0ｍ

E
L
1
.0

ｍ

EL6.0ｍ

E
L
-
3
.2

ｍ

E
L
-
4
.9

ｍ

EL-7.5ｍ

EL-6.0ｍ

E
L
-
2
.5

ｍ

EL-10.4ｍ

E
L
-
3
.0

ｍ

E
L
-
1
0
.5

ｍ

右図範囲

亀裂面C
想定延長位置

・基礎掘削面において想定延長位置付近に亀裂面Cに対応する破砕部
は認められない。

１号機基礎掘削面

断層及び断層名

亀裂面C想定延長位置

位置図
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コメントNo.122の回答

【亀裂面Cの想定延長位置（H-6.5孔） 】

コア写真（Ｈ-6.5孔 深度93～103m）

深度（m）深度（m）

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

・Ｈ-6.5孔において想定延長位置付近に亀裂面Cに対応する破砕部は
認められない。

Ｈ-6.5孔（孔口標高11.02m，掘進長130m，傾斜62°）

柱状図はデータ集１

亀裂面C

A-A'断面

SE→←NW
標高(m)

50

0

-50

-100

H-6.5’

A A’

H-6.5

H-6.6

亀裂面C

←亀裂面C
想定延長位置
深度97.8ｍ付近

亀裂面C想定延長位置
深度97.8ｍ

位置図
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有識者会合の評価を踏まえたデータ拡充
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有識者会合の評価を踏まえたデータ拡充
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○有識者会合※1は，S-1及びS-2・S-6の活動性について，以下のとおり評価している。

• S-1の北西部については，後期更新世以降に，北東側隆起の逆断層活動により変位したと解釈するのが合理的と判断する。
• S-2・S-6は，後期更新世以降に，西側隆起の逆断層として活動した可能性がある。この際，S-2・S-6の地下延長部の断層が活動し，地表付近に変形を

及ぼしたものと判断する。
• 今回の評価は，限られた資料やデータに基づいて行われており，より正確・確実な評価にするためには，「今後の課題」（次頁，次々頁）に示すデータ等の

拡充が必要と考える。

○上記の有識者会合による評価及び「今後の課題」を踏まえ，S-1，S-2・S-6を含む評価対象断層（10断層）の活動性評価に係るデータ拡充を
実施した（右下図，赤字箇所）。

○その結果，S-1，S-2・S-6等の敷地内断層は，いずれも将来活動する可能性のある断層等ではないと評価した。

防潮堤基礎部

２号機 １号機

K-18については，地表付近まで連続しない
ため，EL0mでの延長位置を で図示

35ｍ盤トレンチ

H- -0.3-80孔
H-0.2-75孔

M-2.2孔

H-5.7’孔

H-5.4-1E孔

F-6.75孔

F-8.5’孔E-8.5-2孔
R-8.1-1-3孔，R-8.1-1-2孔

H-6.6-1孔
H-6.7孔

E-8.60孔
E-8.50’’’孔

M-12.5”孔

K-6.2-2孔

H-1.1-87孔

評価対象断層（矢印は傾斜方向）
陸域：EL-4.7m，海岸部：EL0m

【活動性評価データ】

鉱物脈法

上載地層法

凡 例

【活動性評価データ（有識者会合時）】 【活動性評価データ（有識者会合以降）】

えん堤左岸トレンチ

駐車場南側法面

No.2トレンチ

旧A・Bトレンチ

No.2トレンチ

防潮堤基礎部

２号機 １号機

えん堤左岸トレンチ※2

旧A・Bトレンチ※2

駐車場南側法面※2

※1：平成２８年４月２７日原子力規制委員会，
志賀原子力発電所敷地内破砕帯の調査
に関する有識者会合

※2：旧A・Bトレンチ，駐車場南側法面，えん堤左岸トレンチ
は，上載地層の年代が明確に判断できないことから，活
動性評価の根拠としては用いない。

駐車場南東方トレンチ 駐車場南東方トレンチ

赤字：有識者会合以降の追加データ



有識者会合による「今後の課題」
データ拡充

掲載箇所
調査項目 結果

①１号原子炉建屋等建設時等における，S-1とその周囲
の形状を示す未提示の写真やスケッチの提示。

変位が疑われる，S-1の北西部及びその周囲に存在す
るせん断面の活動性の判断に資する資料として，１号
原子炉建屋やタ－ビン建屋の建設時の掘削・整地作業
の際に現れた露頭及び旧A・Bトレンチにおける，S-1と
その周囲の形状を示す未提示の写真やスケッチを改め
て探して提示する。

【建設時のデータ】
・建設時の掘削法面の写真，スケッチ（1箇所）

・旧A・Bトレンチと同じ中位段丘Ⅰ面上に位置する有識者会合において
未提示の建設時の掘削法面の写真やスケッチについて確認を行った。

・その結果，S-1を挟んでMIS5eの波食面に高度差は認められない。

補足資料
5.3-2(2)

②S-1，S-2・S-6等の断層破砕帯やその母岩の鉱物学
的・地球化学的分析。

S-1，S-2・S-6等の水平的及び深部方向への連続性や
形成環境を検討するために，断層破砕帯及び母岩を構
成する物質の，より詳細で多面的な鉱物学的・地球化
学的分析を通じて比較検討する。

【断層破砕帯や母岩の鉱物学的・地球化学的分析】
・XRD分析（粘土分濃集）による結晶構造
・EPMA分析（定量）による化学組成
・CEC分析，XAFS分析，HRTEM観察
・温度検層（1孔）
・文献調査（敷地周辺の地温分布，能登半島の火

成活動）
・敷地周辺の変質に関する調査（7箇所）
・斜長石の曹長石化検討
・変質鉱物と第四系との関係（4箇所） 等

・敷地の断層破砕部に認められる粘土鉱物を対象に，粘土分を濃集した
XRD分析による結晶構造判定，EPMA分析による化学組成の検討等を
実施した結果，破砕部に認められる粘土鉱物は，数十％のイライトが
混合するI/S混合層であることを確認した。

・このI/S混合層は，変質鉱物の生成環境等の検討結果から，少なくとも
後期更新世以降に生成したものではない。

→ 5.2.1(1)で
詳細に検討
を実施

③S-1，S-2・S-6及びこれらの周囲に存在するせん断面
について，これらを横断する鉱物脈の有無（ある場合
はその構成鉱物），条線を含む構造同士の切断関係
に関する検討。

敷地内に分布するせん断面形成の時期を検討する上
では，せん断面を横断する鉱物脈を検討することが有
効と思われる。また，「将来活動する可能性のある断層
等」を判断する上では，最も新しい構造を判断すること
が重要である。このため，敷地内の断層同士の切断関
係やせん断面上の条線同士に新旧関係がないかにつ
いて検討する。

【鉱物脈法による評価】
・ボーリング調査（16孔）
・最新面の認定

（コア観察，CT画像観察，薄片観察）
・鉱物の同定

（EPMA分析（定量），XRD分析（粘土分濃集））
・変質鉱物の分布と最新面との関係

（EPMA分析（マッピング），薄片観察）

・S-1の旧A・Bトレンチより北西側，S-2・S-6の複数箇所及びその周囲の
せん断面（S-7，S-8等）を対象に，鉱物脈法による評価を行った。

・粘土鉱物（I/S混合層）がS-1，S-2・S-6等の最新面を横断して分布し，
最新面が不連続になっており，不連続箇所の粘土鉱物（I/S混合層）に
変位・変形は認められない。

・仮に，S-1北西部が北東側隆起の逆断層活動により変位したとした場
合，S-1破砕部中の粘土鉱物（I/S混合層）にも同センスの変位が生じ
ると考えられるが，S-1の最新面を横断して分布する粘土鉱物（I/S混
合層）にそのような変位の痕跡は認められない。

・また仮に，S-2・S-6の地下延長部の断層が西側隆起の逆断層活動に
より変位し，地表付近に変形を与えた場合，S-2・S-6及びその上盤側
の岩盤中の断層（S-7，S-8）の破砕部中の粘土鉱物（I/S混合層）に変
位を与えると考えられるが，S-2・S-6，S-7，S-8の最新面を横断して分
布する粘土鉱物（I/S混合層）にそのような変位の痕跡は認められない。

→ 5.2.2～5.2.11
で詳細に検討
を実施
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○「今後の課題②，③」を踏まえ，S-1，S-2・S-6等の断層破砕部に認められる粘土鉱物（少なくとも後期更新世以降に生成したものではないI/S
混合層）を用いて，鉱物脈法による評価（詳細は5章）を行った結果，S-1，S-2・S-6等の最新活動はいずれもI/S混合層の生成以前であると評
価したことから，S-1，S-2・S-6等は将来活動する可能性のある断層等ではない。

○「今後の課題①，④～⑥」についても，データ拡充（詳細は6.1～6.4）を行った結果，周辺の活断層の影響も含め，上記評価（S-1，S-2・S-6等
は将来活動する可能性のある断層等ではない）と整合的であることを確認した。

【有識者会合の評価を踏まえたデータ拡充】



有識者会合による「今後の課題」
データ拡充

掲載箇所
調査項目 結果

④S-1，S-2・S-6の連続性（深部方向，走向延長方向）及
び活動性に関する地質・地質構造に関する調査。

(1)No.2トレンチ付近でS-2・S-6の海側（西側）においてMIS5e
の海成堆積物と考えられる地層が山側へ傾く範囲を確
認する。

(2)S-2・S-6南方延長における断層露頭の有無とその状況を
確認する。

(3)S-2・S-6南方延長において中位段丘Ⅰ面堆積物との関
係を調査する。

(4)S-2・S-6南方延長海域における音波探査記録結果を再
検討する。

【S-2・S-6の海側の地形等】
・発電所建設以前の地形解析
・ボーリングデータに基づく岩盤上面高度
分布

・S-2・S-6の活動による断層上盤側の変形の有無を確認するため，S-2・S-6の海
側（西側）の改変前の地形及び岩盤上面が山側へ傾く範囲について，確認を行っ
た。

・S-2・S-6の海側（西側）の地形及び岩盤上面が山側に傾くのは，エリア５の局所的
な範囲に限られ，その他のエリアでは山側への傾きは認められず，S-2・S-6に
沿った全線で海側（西側）の地形及び岩盤上面の系統的な山側への傾きがないこ
とを確認した。

補足資料
5.3-3(3)

【S-2・S-6南方延長】
・ボーリング調査（4孔）
・海上音波探査記録の解析

・ボーリング調査により，S-2・S-6の南端を把握し，S-2・S-6は南方延長の中位段
丘Ⅰ面及び海岸部露岩域まで連続していないことを確認した。

・さらに南方延長海域における音波探査記録の再解析の結果，S-2・S-6南方延長
海域の3測線において断層は認められない。

補足資料
5.3-3(5)

⑤敷地周辺に分布する断層の調査（平面方向及び地下
方向）と，その広域的枠組みの中での敷地の地形・地
質構造に関する詳細な検討。

兜岩沖断層や富来川南岸断層，福浦断層など周辺活断
層も含めた広域的な枠組みの中で，敷地内の断層の位
置付け等も検討する。このため兜岩沖断層や富来川南
岸断層，福浦断層など周辺活断層も含めた広域的な枠
組みの中で，敷地内の断層の位置付け等も検討する。こ
のためS-1，S-2・S-6などの敷地内の断層の連続性と，
敷地周辺に分布する断層との関係を明らかにする。岩盤
中の地質構造の調査にあたっては，ボーリング調査は
点の情報であるため，VSP（Vertical Seismic Profile）探査
などの物理探査により，ボーリングで得られた点情報を
面として繋ぐことを試みる必要がある。

【福浦断層】
・ボーリング調査（1孔）
・反射法地震探査（1測線）

【富来川南岸断層】
・ボーリング調査（1孔）
・反射法地震探査（1測線）
・重力探査（重力勾配テンソル解析，2次
元タルワニ法解析）

・海上音波探査記録の解析
【碁盤島沖断層，兜岩沖断層】

・海底重力探査（測定点：275点）
・海上音波探査記録の解析

【敷地地下深部】
・反射法・VSP探査（1測線）

・敷地近傍の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖断層）の
分布形態を検討し，敷地深部へ連続する可能性のある断層については，反射法
及びVSP探査により，敷地内断層との連続性を検討した。

・碁盤島沖断層は，敷地から遠ざかる方向に傾斜する断層であり，敷地深部へ連続
しない。

・富来川南岸断層は，南西方海域において連続性が途絶えており，敷地深部へ連
続しない。

・福浦断層，兜岩沖断層は，敷地に向かって傾斜し，敷地深部へ連続する可能性が
あるが，反射法・VSP探査によれば，福浦断層と兜岩沖断層の間の敷地地下深部
に，花崗岩上面に変位を与える断層は認められない。

・よって，敷地近傍の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖
断層）は，いずれも敷地内断層と連続するものではない。

巻末資料[3]
P.608～611

⑥“沖積段丘”と称されている完新世段丘の形成要因や高
度分布に関する調査・検討。完新世段丘の存在と高度
分布から海底に推定される断層と，既知の敷地内及び
周辺に分布する断層との連続性，活動時期・履歴に関
する調査。

敷地周辺から福浦～富来間では，2段の完新世段丘面
が報告され(渡辺ほか，2015)，M面やH面も同様に北方
へ高くなる。この隆起運動は間欠的な地震性隆起を示唆
しており，段丘面形成要因として渡辺ほか(2015)によって
指摘される海底活断層の位置形状，兜岩沖断層や富来
川南岸断層への連続性や敷地内破砕帯への地下延長
方向を含めた連続性の検討，及び活動時期・履歴を検
討する。特に，兜岩沖断層との関係については，同断層
の活動性や規模，活動時期・履歴等の判断に必要な情
報を検討する。

【海域の地下構造】
・海上音波探査記録の解析
・海底重力探査（測定点：275点）
・重力勾配テンソル解析

・富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海域の地質構造について，既存の海上音波
探査結果に加え，新たに実施した海底重力測定の結果を用いて，検討した。

・海上音波探査の結果，富来川南岸断層～兜岩沖断層間の海底において，いずれ
の地層にも断層が推定できるような変位・変形は認められない。また，断層構造の
連続性を検討するために，海域のD2層上面の形状を確認した結果，富来川南岸
断層から兜岩沖断層に連続する構造は推定されない。

・海底重力探査の結果を加えたブーゲー異常図から，富来川南岸断層に沿って南
側に重力異常の高まりが認められるが，南西方海域の兜岩沖断層との間には連
続する重力構造は認められない。

・上記の結果を踏まえると，富来川南岸断層から兜岩沖断層に連続する構造は認
められない。

第1009回
審査会合

資料1
2.4.1.2

【地形面の地質調査】
・ボーリング調査（7孔）
・トレンチ調査（1箇所）

・渡辺ほか（2015）が富来川南岸断層から兜岩沖断層に連続する構造を推定する根
拠としているA面と離水ベンチの関係を検討するため，ボーリング，トレンチ調査を
行った。

・A面は，下位のベンチとほぼ同程度の高さ（標高約2m）である海成堆積物や岩盤
の上面を人工改変土や陸成堆積物が覆っている地形面，あるいは河川により侵
食されたと考えられる基盤岩を，陸成堆積物が厚く覆っている地形面であることを
確認した。

・上記の調査結果から，本地域において完新世の2段のベンチは認められない。

607今後の課題②③については本資料5.2節，今後の課題①④については補足資料5.3-3，今後の課題⑥については第1009回審査会合資料にてデータを示していることから，次頁以降には今後の課題⑤についてのみ示す。
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敷地周辺の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖断層）は，いずれも敷地内断層
と連続するものではない。

・地形調査及び海上音波探査等により，敷地周辺の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖
断層，兜岩沖断層）の分布形態を確認した。

-碁盤島沖断層は，敷地から遠ざかる方向に傾斜する断層であり，敷地深部へ連続しない。

-富来川南岸断層は，南西方海域において連続性が途絶えており，敷地深部へ連続しない。

-福浦断層，兜岩沖断層は，敷地に向かって傾斜し，敷地深部へ連続する可能性がある。

■断層の分布形態に関する検討（水平方向及び地下方向）

・反射法・VSP探査により，S-1やS-2・S-6などの敷地内断層の深部延長方向にあたる敷地地下深部
の地質・地質構造について確認した。

・敷地内断層と福浦断層・兜岩沖断層が連続すると仮定した場合，敷地内断層は福浦断層と兜岩沖
断層の間の敷地地下深部の花崗岩上面まで連続するものと考えられるが，反射法・VSP探査の結
果，花崗岩上面に変位を与える断層は認められない。

⇒S-1やS-2・S-6などの敷地内断層は，福浦断層または兜岩沖断層と連続しないと判断した。

■福浦断層・兜岩沖断層と敷地内断層の連続性検討

敷地内断層と敷地周辺の断層との連続性検討（今後の課題⑤）

○有識者会合は，広域的枠組みの中での敷地の地形・地質構造に関する検討として，ボーリングで得られた点情報だけでなく，VSP探査などの物理探査により，敷地
内の断層の連続性と敷地周辺の断層との関係を明らかにすることを「今後の課題⑤」として示している。

○これを踏まえ，敷地周辺の４断層（福浦断層，富来川南岸断層，碁盤島沖断層，兜岩沖断層）の分布形態を検討し，敷地深部へ連続する可能性のある断層につい
ては，反射法及びVSP探査により，敷地内断層との連続性を検討した。

○検討の結果，敷地周辺の４断層は，いずれも敷地内断層と連続するものではない。

凡 例

反射法測線

赤字 敷地深部へ連続する可能性のある断層

傾斜方向
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敷地深部へ連続する可能性がある断層 敷地深部へ連続しない断層

断層名 福浦断層 兜岩沖断層 碁盤島沖断層 富来川南岸断層

長さ 約3.2km(5) 約4.0km(2) 約4.9km(2) 約9.0km(2)，(3)

走向 N－S(1)，(4)，(5) N－S(2) NE－SW(2) NE－SW(1)，(3)

傾斜 西傾斜(4)，(5)，(6) 東傾斜(8) 北西傾斜(8) 南東傾斜(3)，(6)

ずれの向き
西側隆起

の逆断層(7)

東側隆起
の逆断層(8)

北西側隆起
の逆断層(8)

南東側隆起
の逆断層(3)，(6)，(7)

【敷地周辺の４断層の分布形態とずれの向き】

(注) (1)地形調査による (2)海上音波探査による
(3)重力探査による (4)ボーリング調査による
(5)露頭調査による (6)反射法地震探査による
(7)条線・薄片観察による
(8)地層の落ちの方向から推定

○碁盤島沖断層は，敷地から遠ざかる方向に傾斜する断層であると推定され，敷地深部へ連続しない。
○富来川南岸断層は，南西方海域において連続性が途絶えており，敷地深部へ連続しない。
○一方，福浦断層，兜岩沖断層は，敷地に向かって傾斜する断層であると推定され，敷地深部へ連続する可能性がある。

○よって，福浦断層と兜岩沖断層の間において地下深部構造の確認を行い，敷地内断層との連続性の検討を行った（次頁）。

敷地内断層と敷地周辺の断層との連続性検討 －分布形態に関する検討－

反射法・VSP探査により敷地内断層との連続性を検討

能登半島西岸域の断層位置図

凡 例

反射法測線

赤字 敷地深部へ連続する可能性のある断層

傾斜方向

海上音波探査測線
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○敷地深部へ連続する可能性がある福浦断層と兜岩沖断層の間において，掘削深度1530mの大深度ボーリング孔（D-8.6孔）を用いたVSP探査
及び海陸連続で測線を配置した反射法探査を実施し，地下深部構造の確認を行った。

○大深度ボーリング調査の結果，深度1200m以深に花崗岩が認められる。反射法・VSP探査の結果，福浦断層と兜岩沖断層の間の敷地地下深
部に，花崗岩上面に変位を与える断層は認められない（次頁）。

○よって，S-1やS-2・S-6などの敷地内断層は，福浦断層または兜岩沖断層と連続しないと判断した。

調査位置図（石川県（1997）に一部加筆）

凡 例

海域 底質（石川県,1997）

岩石

中砂

細砂

解析測線 東西測線：約3.1km（陸域：1.1km，海域2.0km）

大深度ボーリング（D-8.6孔） 深度1530m

数字はCMP番号

251

発振源 仕様 発振間隔

陸域 大型バイブレータ
・18t×2台
・起振マス：23，2.6t（最大荷重18t）
・発振周波数：10－70Hz

50m

海域 エアガン ・480cu.in 25m

発振源仕様

・東西測線：約3.1ｋｍ（陸域1.1km，海域2.0km）
・地表受振点間隔：25m
・孔内受振点間隔：15m（深度5～1295m ）
・CMP間隔：12.5ｍ
・CMP重合数：東西測線：1～99（平均50）
・計測：2016年7月

解析測線仕様

志賀原子力
発電所

兜
岩

沖
断

層

敷地内断層と敷地周辺の断層との連続性検討 －福浦断層・兜岩沖断層と敷地内断層の連続性検討－

能登半島西岸域の断層位置図

右拡大範囲

凡 例

反射法測線

赤字 敷地深部へ連続する可能性のある断層

傾斜方向



611

花崗岩上面に相当する反射面に変位を与える断層は認められない。

0

250

西（海側） 東（山側）

250

標高 (m)

0

-1000

標高 (m)

-1000

兜岩沖断層
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